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■会長報告 工藤　大輔 会長
みなさん、こんにちは。ロータリーの特別月間、

4月は「環境月間」です。　
2022年RI理事会10月に決定された新しい重点

分野の1つです。
天然資源の保全と保護を強化し、環境の持続可

能性を高め、人と環境と
の調和を促す活動を支
援する月間としました。

過去5年間、財団のグ
ローバル補助金では、
1800万ドル以上が環境
に関連したプロジェク

トに充てられてきました。環境を支援する別個の重点分野を設立
することで、ロータリアンが世界中の地域社会で好ましい変化を
もたらし、より大きなインパクトを生み出す一助となります。

ここに地球を守るロ
ータリーの取り組みを列
挙しましたが、そのうち

「気候変動の影響を受け
る生態系と地域社会の
強化」についての事例を
紹介したいと思います。
「消えゆくオオカバマ

ダラ生息地の復元を誓
う」ということで毎年、
数百万頭のオオカバマ
ダラがカナダ南部とア
メリカ北部の一帯から
4800kmも移動して、メ

キシコシティ郊外の森林地帯で越冬していますが、激減してい
るそうです。

これの何が問題かと
いうと、オオカバマダラ
やその他の花粉媒介者
と呼ばれる昆虫が減る
ことで私たちの生活に
悪影響が出るのです。世
界の植物種の75%は、花
粉媒介者に依存して生
きていて、花粉媒介者の
助けがなければ、食料の
30%が消えてしまうだ
ろうといわれています。

近代農業によるトウ
モロコシや大豆の栽培、

気候変動、農場や住宅・商業地での農薬使用、都市のスプロール
現象などによる生息地の減少を食い止めるため、関係地域のロ
ータリークラブが関係機関と取り組もうというものです。

この話はスケールの大きなプロジェクトですが、その流れで
見つけたのが、京都東RCが実施している「京都東みつばちプロ
ジェクト」です。

京都市左京区、平安神宮の大鳥居の近くのビル屋上でみつば
ちの飼育を始めました。

都市養蜂では、近隣
住民がガーデニングで
育てている花々や、桜、
ハナミズキ、ツツジなど
の街路樹が蜜源となり、
そこから働きバチが蜜
を集めることでハチミ
ツが作られます。農薬が
散布されない都市部の
植物は、養蜂に適してい
るとされます。

味わい深い美味しい
ハチミツを味わえると
いう体験は、「地域の自
然、動物、そして人間の
営みの繋がり」を体現す
るものです。

養蜂はハチミツを採
ることが目的ですが、そ
れには年間を通して巣
箱をチェックするなど
適切な対応が必要とな
ります。その時々の気温
や外敵の状況を見つつ、
季節の移ろいと植物の
変化、そして生き物との
つながりを感じます。

そんな体験を街中で
実施し、その努力の結晶
であるハチミツを地域
の人たちと共に味わえ
る都市養蜂は、地域コミ
ュニティを活性化させ
る素晴らしい活動と言
えます。

京都は桜の名所です。桜が咲き誇る季節、みつばちの活動はい
よいよ活発になり、たくさんの蜜が集まります。

採れたハチミツについては、菓子作りをやっている養護施設
に寄贈する案や、ハニーカステラを作って例会のデザートで食
べる案など、さまざまなアイデアが寄せられています。現場はま
だまだ前途多難ですが、何とかやり遂げて新しい奉仕のスタイ
ルを築き上げていきたいと思います、とのことでした。

京都東RCとのご縁は、
1976年から84年まで8年
間、帯広RCに在籍され
ました帯広畜産大学元
学長の西川義正会員の
ご尽力により、今から43
年前の1981年3月23日に

友好クラブの締結をしたことに始まります。
帯広クラブ創立90周年、そして京都東RCの70周年と交流が近

づくということもあり紹介いたしました。
以上、会長報告とさせていただきます。
本日もよろしくお願いいたします。
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↑携帯サイトが
できました。
バーコードリー
ダーで読み込む
事ができます。

■ビジター紹介
RI第2500地区　米山記念奨学生　クンルオン,シーリン 様

■プログラム （出席委員会）
「気軽にメーキャップ出来るEロータリーの例会を体験」

　ロータリークラブの醍醐味は、例会を通して様々
な会員との出会いや交流が生まれることです。
　そして、例会出席は、ロータリークラブ正会員の
最も基本的な義務です。なぜなら、例会は会員同士
が心を開いて大いに経験を語り合い、意見や情報

を交換し、互いの人柄に触れ、敬愛の念を深め、自己の研鑽と奉仕
の心を高めながら、それらを価値ある奉仕につなげるための大切
な機会だからです。欠席すれば、大切な成長の機会を自ら逸するこ
とになります。しかも、他の会員が成長する機会を奪ったことにも
なるのです。
　出席率は、クラブの活気を示す一つの指標と言えます。
　そして、メイクアップは他のロータリークラブや、例会以外のロ
ータリー活動に参加することで出席を補填できる仕組みです。
　忙しくて例会に出席できなかった場合でも、メイクアップをする
ことで出席にカウントされ、出席の義務を果たしたことになります。
　他のクラブや、ロータリー活動に参加することで広げた人脈や
知見を活かし、クラブ活動に還元することで、さらなるクラブ活動
の発展に貢献できます。
　今回の例会では、日本Eロータリークラブ2650 第442回例会

（2022−23年度 第13回例会）のアーカイブを、実際の参加と同じ
方法で視聴して、Eクラブでのメイクアップの方法を学びながら、
北海道から離れた地域のロータリーの様子を感じる機会にしま
した。
　このEクラブは、例会の中で奉仕の意識を強く持っている様子
をうかがうことができます。ロータリアンとしてとても新鮮な気持
ちにさせてくれる例会を体験していただけたのではないかと思い
ます。
　例会の卓話は、木川剛志監督「映画『Yokosuka1953』撮影秘話と
日本における観光映像の取り組み」です。
　卓話の内容もとても興味深く学びのある内容です。例会に参加
できなかった方も、下記URLより視聴できますので、ぜひご覧く
ださい。 https：//rotaryeclub2650japan.org/reikaikiji/10123

■会務報告 猿川　陽介 幹事
①帯広RC、次年度第1回クラブ協議会開催のご案内
　日　時　4月3日（水）午後7時
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
　出席対象者　次年度理事・役員・委員長
②帯広南RC、4月8日（月）の例会は、休会と致します。
③帯広南RC、移動例会開催のご案内
　日　時　4月15日（月）午前11時
　場　所　帯広簡易裁判所
④帯広西RC、移動例会開催のご案内
　日　時　4月18日（木）午前11時30分
　場　所　陸上自衛隊帯広駐屯地
⑤帯広南RC、夜間例会開催のご案内（創立記念例会）
　日　時　4月22日（月）午後6時30分
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広

⑥ 帯広北・帯広東・音更、3RC合同例会開催のご案内（十勝ロー
タリー奨学会支給式）

　日　時　4月24日（水）午後6時30分
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
　※帯広東RC、4月23日（火）の繰下げ例会と致します。
　　帯広北RC、4月26日（金）の繰上げ例会と致します。

【委員会報告】
【ニコニコ献金】　　　　　　　　　　　 （親睦活動委員）
＜河村　知明 会員＞　本日例会を担当させていただきます。
＜誕生記念日祝（4月）＞
五十嵐聖二 会員
＜配偶者様お誕生記念日祝（4月）＞
千葉　直樹 会員　　溝口　善昭 会員
＜結婚記念日祝（4月）＞
小沢　昌博 会員　　小白　智志 会員　　竹川　博之 会員

【4月誕生祝】
　4月生まれのみなさん、お誕生日おめでとうございます。とあ
るネットアンケートの「4月と言えば」ランキング第4位は、今年は
もう終わってしまいましたがエイプリルフールだそうです。
　エイプリルフールの起源は諸説あるようですが、16世紀半ば
のフランスとイタリアで暦が変わる際、新年が4月1日から1月1
日となったことに納得しない人々を揶揄したり、騒ぎを起こした
ことから始まったとされています。
　「嘘をついてからかう」習慣が日本に伝わったのは大正時代、
エイプリルフールは直訳され、今はあまり聞きませんが「4月バ
カ」と呼ばれていました。
　最近ですとニオイ消しのモンダミンからニンニク味の発売、

「口をゆすぐとニンニクの香りが口いっぱいに広がる」と公式ツ
イッターに投稿し話題になりました。
　この「エイプリルフール」が広まる前の江戸時代、日本では4月
1日は「不義理の日」だったそうです。日頃ご無沙汰している人に
連絡をして不義理を詫びる日だったそうです。人をからかって
楽しむよりこちらの方が日本人らしい習慣かもしれません。
　義理がたい4月生まれの皆さんにロータリーの仲間を繋げて
いただき、ロータリーで盛り上がりましょう！
　それでは「おめでとうございます」で乾杯します。

■米山奨学生カウンセラー委嘱状授与

■出席報告
会員総数：85名（内　免除会員1名）
出席者数：55名（内　免除会員0名　内zoom参加者2名）
本日の出席率：64.7%

■4月プログラム予定
4月10日（水）「これだけは知っておきたい『ロータリーの基礎』」
 （ロータリー情報・記録保存委員会）
4月17日（水）「会員卓話」佐藤幸宏会員 （プログラム委員会）
4月24日（水）「帯広RCの歴史と伝統」 （中長期ビジョン委員会）


